
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立秋が過ぎてあっという間に 9 月になりました。今年の夏は、じめじめした梅雨の後、一度に気温
が上がりうだるような暑さとなりました。日本列島各地も猛烈な暑さに見舞われて熱中症で搬送さ
れる方もおられました。この厳しい暑さが続いているといつ涼しくなるのかなと思ったり、暑い時
は冷房が効いた部屋で少しでも暑さを和らげようと YouTube のサイトを検索して雪の景色が撮影
された動画を見ても涼しく感じられませんでした。早く涼しくなるといいですね。 
話を変えて皆様は秋と言えば何を思い浮かびますでしょうか？ 
どんな時に感じますでしょうか？私は食欲の秋だったり読書の秋だったり、たとえば旬の食材が店
頭に並ぶのを見かけると「もう秋が来たんだなぁ～」と感じます。あと虫の鳴き声やいつもと違う
空の雲を見ると季節が夏から秋へ移り変わっているんだなぁと私は感じたりします。 
皆様も小さな秋を探しに足を運んでみませんか？ 

 

今年の上半期に植えた黒豆と米は、 

ここまで大きく育ちました。 

雨の少ない時期でもありましたが、 

新鮮組メンバーが一生懸命汗を流しな

がら手入れをしてきました。 

時には雨が降っても 

雑草を抜いて手入れをしたり 

晴れている時は畑のまわりを 

綺麗に刈ったりしました。 

収穫までまだ時間が掛かりますが 

それまでの間黒豆と米の管理を 

していきたいと思います 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 10 日から４泊５日、家族で宮古島へ行きました。宮古島へは関西国際空港からの発着の便で行きました。現

地に到着すると生ぬるい風が強く吹いて、からっとした暑さで歩くと汗ばむ時もありました。時折スコールがあり

ましたが、そのあと穏やかに晴れてとても嬉しかったです。浜辺に行ったり、ガラスボードに乗って貴重な青や黄

色いサンゴ礁を見れたり、カヤックを体験しました。カヤックでは、インストラクターと一緒に海の浅瀬のところ

を漕いで、貴重なサンゴ礁を見ることが出来て良かったです。宮古島は街頭や信号が少なく特に夜、市街地から離

れた場所から宿泊先へ帰るのが怖かったです。f(^‐^; 食べ物は地元産の食材を使った料理を中心に食べました。

その中でも美味しかったのは地元でしか味わえない天丼やカツオ丼やタコ丼や居酒屋にある刺身の盛り合わせに

もずくの天ぷらなどです。一番残念な事は夜に星が余り見えなかった事です。旅行客から天の川が見れたとの情報

を聞いてから毎晩店の帰り道に見れるかどうかを確認しましたが、結局見ることができませんでした。今度来たと

きはカメラを持参して観察したいと思います。でも宮古島で楽しい思い出作りが出来て良かったです。 

 

 

私が通院しているＡ病院のディケアで外出レクが有りまして、須磨水族園に行って来ました。到着するなりイルカシ

ョーを前で見まして、迫力を感じ水も少し浴びました。飼育員とイルカのパフォーマンスが有って元気貰いました。

それと特典で２人イルカの餌やりに参加出来て、じゃんけんで勝ち残れた私と女性がイルカに触れてシシャモの餌を

イルカにダイレクトにあげれました。後は少し水族園の各エリア見てから水族園から出て、須磨海岸で砂浜巡りを致

しました。裸足で砂の上歩くとやけどしそうに熱く顔も又焼けました。予定の時間まで居て充分楽しめました。みん

なと喋れて楽しい須磨水族園でした。 

 

7 月 22 日月曜日、「えんとつ町のプペル」の上映と藤井恵さんのピアノ弾き語りとちめいどの雄介さんの演奏会があり

ました。始めに「えんとつ町のプペル」の上映会が 55 分ありました。とても感動しました。その後藤井恵さんのライ

ブ間あり、パイナップルジュースを飲みながらたこ焼きを食べながら聞いていました。藤井恵さんのライブが終わると

ちめいどの雄介さんのライブが 40 分あり聞いていました。最後に、アンコールがありその歌を聞いたあと集合写真を

撮り、グッズ販売で藤井恵さんの CD を買って帰りました。忘れられない日になりました。 

 


